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昨年4月 に宮崎県 に発 生 した 口蹄疫 の防疫措置 で、29万 頭 に及ぶ家畜

が処分 され、宮崎 県 の畜産農 家のみ な らず 、地域経 済 に深 刻 な影 響 を及

ぼ した。 大分 県で も宮 崎県 ・熊 本県 か ら大分 県 に通 じる主 要道 路(国 道

・県道 等)の 消毒 ポ ンイ ト設 置 、畜産農 家 の畜舎 消毒 、家 畜市 場 の開催

延期(一 部 中止)、 県畜 産共進 会 の一部 中止等 が実施 され 、 出来 うる限 り

の防疫対策 がな された。

また、県 内の畜産農 家 は、飼 料高 ・畜産物価格 の低迷 に加 え、 口蹄疫

防疫対 策 のため、度重 なる消毒や家畜 市場 の中止 ・延期 の影響 で 、収入

の確保 の厳 しい現 実 を突 きつ け られ る とともに、再生産 の見通 しの立た

ない経 営環境 に曝 され ま した。

幸い県 内での発 生 を未然 に防止す るこ とがで きた もの の、感 染経路 は

未 だ明確 でな く、韓 国 での 口蹄疫 の再発 ・近 隣諸 国の状 況や 物流 の広域

化 ・スー ピ ド化 を考 え る とき、何 時 どこに発 生 して もおか しくない状況

で、壊滅的打撃 を及 ぼす海 外悪性伝染 病 の侵入 防止 が重 要 となってい ま

す。

さらに、政府 の 「戸別所 得保障制度 の創設 に よる農業 再生 と食料 自給

率 の向上 」を 目標 に した農 業施策 の展 開は依 然 と して不透 明で 、環太 平

洋経 済連携 協定 に対す る対応等 、将来 に向けた農 業施 策 の根底 が揺 らぎ、

食料 の安 定供 給 に対 し多 くの課題 を抱 えてい ます。

この よ うな 中で も、 国の礎 と して の 「安 定 した食料 の確保 」 を考 える

とき畜産 関係者 に課せ られ た、国民 の期待 は大 き く国民生活 に必 要 な畜

産物 の生産 「安全 ・安心 ・高 品質で しか も低価格 」 に取組 む必要 が あ り

ます。

そ の よ うな意味 か ら、以下 の事項 を重 点的 に推進 し、畜産農家 の所得

確保 と経営安 定 を図 る と共 に、 当協会 の安定的運 営 を 目指 して業務 の推

進 に遙進 したい。

1.飼 料 自給率の向上対策及び環境保全対策

飼料関連対策を活用 し稲発酵粗飼料や飼料米の推進による飼料 自給



率 の向上 を図 る と共 に、家畜排泄物 の有効活用等 の推進 に努 める。

2.家 畜 の生産基盤 の強化

繁殖 基盤 の強化 を図 るた めの繁 殖雌牛 の増頭 ・導入 ・更新促進 やヘ

ルパー制度 の活用 を推進 し生産基盤 の強化 に努 め る。

3.経 営安 定対策 の推進

迅 速 な経 営分析 ・技術 分析 に努 め、経 営改善 のた めの資金対応 や各

種 の要望 に応ず るべ く関係 団体 との連i携を強化 し畜産経営 の安 定 ・所

得確保 に努 め る。

4.家 畜衛 生対策 の推進

海 外悪性伝 染病等 に対す る予防活動 、啓発活動 に取組む と共 に、関

係機 関 と連携 した 自衛 防疫 の推進 を図 り、家畜 の損耗 防止 に努 め る。

5.畜 産物 の価格 安 定対 策の推進

肉用子 牛生産者 補給金制度 を始 め とす る各種 畜産物 の価 格安定対策

の 円滑 な事業推 進 と迅速 な情報 提供 に努 め生産農 家の経 営安定 に努 め

る。

6.公 益 法人制度 改革 に対す る対応

公 益法人 制度 改 革 に伴 う当協 会 の移行 方針 を決 定 し、移行 に向けた

定款 の変更 、諸規 定 の整備等 一連 の作 業 に取組 む と共 に23年 度 中の

申請 に向 け努力す る。


